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—般家庭用 


フードプ□七ツサー 


お名： TK 4000 


取扱説明書 


保証書付さ 

保証書は、裏表紙に付いております。 
販売店にて必ず記入を受け、大切に 
保管してください。 


お買い上げありがとうござい 
ました 0 

ご使用になる前に、この取扱 
説明書を必ずお読みいただ 
さ、正しくご使用ください。 
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安全上のごを意 • 


•ご使用前に、この r 安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

•ここに示した注意事項は、製品を正しくち全にお使いいただき、お使いになる人や他の人々への危 
害や財産の損害を未然に防ぐためのらのです。必ずお守りください。 

•注意事項は次のように区分しています。 


A 言：告 


r A 

L 給表示の例) 

/ CN 記号は、「してはいけないこと」の 
内容をお知5せするらのです。 

誤った扱いをずると、死 t または重傷を負 


う可能性が想定される内容を示します。 


(左図の場合は分解禁止） 

A を 后、 


記号は、「しなければな5ないこ 
と（強制)」の内容をお知らせずる 

誤った扱いをすると、人が傷害を負う可能 
性や物的損害のみの発生が想定される内 
容を示します。 


ちのです。 

(左図の場合は電源プラグ 
を]ンセントから巧く） 

V_ ^ 


\ _ J 


A 警告 


Q 動作中にフタを開けない。 

けびをする恐れびあります。 

禁止 



Q 

禁止 


子供や幼児の手の届く場所 
には保管しない。 

テ供や幼児びけびをする 
恐れびあります。 



ボトル及び投入□に、指-スプーン •） \ 
著など調理材料外を入れない。 

けびをする恐れびあります。 


子供だけで使わせない。 

幼児の手の届く所で使わない。 

テ供や幼児びけび-感電を 
する恐れびあります。 



スイツチを直接指や棒などフタ切が 
のらので絶巧に押さない。 

けびをする恐れびあります。 



分解禁止 


修理技術者 m 外は、絶巧に 
分解•修理•改造をしなし、。 

発火-感電の恐れびあります。 




カッターの刃の部分に直接 
手を触れない。 

けびをする恐れびあります C； 



0 

水場禁止 


水につけない。水をかけない。 
めれた手で、電源プラグの 
抜き差しはしない。 

感電の恐れびあります。 



安全上のご注意 


カツターが完全に停止するまでは 
絶巧にフタを開けない。 ^ 

けがをする恐れびあります。 



1回の動作は連続3分於上おこなわない。 
(連続3分間動作した時は 
10分 m 上休ませる。） 


故障の恐れびあります。 



電源コードは下記のように扱わない。 
•無理に曲ばない 
•ねじ!5ない 
• 引っ張!5ない 
• 重い物を秉せない 
• 熱い物に近付けない 
電源コードび傷む恐れびあります。 



〇 


禁止 



調理 m 外の目のでは使わない。 

本製品び破損する恐れびあります。 


動作中に移動させない。 

けびをする恐れびあります。 

不安定な所では使わない。 

けびをする恐れびあります。 


4 crcm 上の材料はボトルに入れない。 
熱湯をボトルに直接かけない。 

ボトルび割れけびをする 
恐れびあります。 






ねじれが戻5なくなった電源 
コードは危険なため、 
使わない。 


本製品は家庭用なので、業務用として 
使ねない。 


〇 動作していないことを確かめてか5、 
電源プラグを抜き差しずる。 

必ず守るけびをする恐れび so ます。 



コンセントか5電源プラグを抜く時は、 
電源プラグを持って巧く。 


電源プラグを傷める恐れ 
びあります。 



調理材料を取り出す時には、 
ヘラ等で取り出ず。 

けびをする恐れびあります。 



C 

電源プラグ 
を抜く 


使用後は必ず電源スイッチを切り、 
電源プラグをコンセントか5抜く。 

感電の恐れびあります。 J 



部品の取り付け、取り外し及び、お手入れを 
ずる時は、電源プラグを 


コンセントか5巧いておく。 

感電-けびの恐れびあります。 



Q 交流 1 oovm がで使わない。 
(日本国内専用） ^ 

-止発火する恐れびあります。 2DDV" 


感 
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各部のなまえとはた 5 き 
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4 PP のしかた 
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使いかた 



r きざむ J 「まぜる J の手順 


2 


本体にボトルをのせ、みじん切り 
カッターをセットし、材料を入れる。 

♦みじん切りカッターは、 

みじん切りカッターつ 
まみ部を持って軽く左 
ちに回しなびら下まで 
しっかり入れます。 

•材料び多い時は、分割 
して何回かに分けてき 
ざみます。 


フタとプッシャーをのせ、電源プラグ 
をコンセントに差し込む。 



广 ( T 么けがの恐れあり > 

フタを巧した状態で電源プ 
ラグをコンセントに差し込 
むと、スイッチび入ります 
のでごま意ください。 




4 


電源プラグをコンセントか！5抜き、 
フタ、みじん切りカツターを 





• 刃の部分に直接触れない。 

• 40で拟上の熱い材料は直接入れない。 

♦本製品ではジュースを作5ない。 

•みじん切りカッターび回5ない時は、材料を減5す。 

• 脂身のをい肉は、カッターの切れ味び低下するので注意する。 
•ボトルの壁に材料がついたまま切れない場含は、動作を止め 
電源プラグを巧いて、ヘラでかき落としてか5再びまねす。 
•フタをのせてか!5電源プラグをコンセントに差し込む。 


>電源プラグをコンセントに差し込んだまま、ボトルの中 
に手を入れない。 

>みじん切りカツターびついたままのボトルの中に手を入 
れない。 

>材料び入ったままのボトルに再びカツターを取りつけなし、。 
>使用毎にボトル • みじん切りカツターはぶ、ず洗う。 

>調理び終わった5電源プラグをコンセントか5巧く。 


Q フタをのせ、材料を 
〇投入□に入る大きさに 
切って入れる。 


4 電源プラグをコンセントに差し込み、 
材料をプッシャーで押さえなが!5 
スイッチ部を押ず。 

- ( A けがの恐れあり ) - 

フタを巧したげ態で電源プラグをコンセントに差し 
込むと、スイッチび入りますのでごを意ください。 



5 電源プラグをコンセントか5抜き、 
フタ、刃を外してか S 
ヘラ等で材料を 
取り出す。 



• フタをのせてか5電源プラグをコンセントに差し込む。 
♦おろし•とろろの最大容量線を超えると、中央のボトル 
押さえか5もれるので、最大容量線までたまった5別の 
容器に移ず。 

♦調理び終った5電源プラグをコンセントか5巧く。 



刃を組み立てる。 

•刃び立っている方び上面になります。（スライ 
ス/シュレッド刃の場合、使ラ面び上面になり 
ます。） 

• 四角の己部を合わせて円板つまみを左にねじ込 
みます。 (左ネジですので、通常のネジとは逆 
回しになります。） 


〈刃面の拡大図> 


おろし刃 




スライス刃 シュレッド刃 


※逆ネジです。 C 3 

_ 

凸部を合わせる1 


しっかりしめる。 


〇 X 

fr^ [7X1 
i _ i| \\ / 



※シュレツド刃のでさあびりは、 
断面びかまぼこおがになります。 


本体にボトルをのせ、 
刃をセツトする。 

♦刃は、円板つまみを 
持って軽く左ちに回 / 

しなびら下までしつ > 

かり入れます。 



@©鳥 


♦刃の部分に直接触れない。 

•円板つまみはガタつきのないよう、しっかり締める。 
•刃は下まで確実にはめ込む。 

• 仕上がり量びスライス/シュレッド刃に達した5別の容 
器に移す。 

• 仕上がり量がスライス/シュレッド刃に達ずるとつまみ 
部分がゆるむ場合びあるのでそのまま使用しない。 




「おろし」「スライス/シュレッド J の手順 


觀いかた 



るず使 


か巧お 
かをに。 
がチズず 
手ッ-ま 
こブ 

所ススだ 
のにりた 
印ラぶい 










使いかち 


「泡立て」の手順 


1 ホイツプに円板軸の四角の凸部を 
合わせて、円板つまみを左にねじ 
込みます。 

•ホイップは円板つまみを持って軽く左ちに回 
しなびら下まで入れます。 


※逆ネジです。 



2 材料を入れ、フタとプッシャーをのせ、 
電源プラグをコンセントに差し込む。 



3 プッシャー部をしっかり巧さえ、 
スイッチ部をプッシュずる。 

•かくはんを続けすざると材料び分離することびあ 
りますので、状態を見なびら調理してください。 

- ( A けがの恐れあり ) - 

フタを押したが態で電源プラグをコンセントに差し 
込むと、スイッチび入りますのでご注意ください。 



4 電源プラグをコンセントか!5抜き、 
ホイップを付けたままボトルを外して、 
ヘラなどを使って材料を取り出す。 



- ( 1回に調理できる量の目安 ) - 

•生クリーム""•ドレッシング •アイスクリーム巧料 •マヨネーズ •を卵のかくはん 

合計200 ml 合計200 ml 合計200 ml 合計200 ml 2個まで 

《デコレーシヨン用ホイツプクリームを作る時は、乳脂肪分100%のちのをお使いください。 


@©詹 . 

• ホイツプは下まで確実にはめ込む。 

•様テを見なび5かくはんする。 

•フタをのせてか5電源プラグをコンセントに差し込む。 
•1 回にできる材料の量な上を入れない。 


• 40で1^上の熱い材料は入れない。 

• ホイップを外す前に材料を出す。 

•調理び終った5電源プラグをコンセントか5抜<。 



お手入れのしかた 

電源プラグをコンセントか5抜いてお手入れをしてください。 



ッター類-円板軸 • 円板つまみ 


ボトル•フタ • プッシャー • ホイップ 


めるま湯を流しなが5、ブラシなどを使って 
洗います。 

サビの恐れもありますので、よく水切りをし 
て、さちんと乾燥させて< ださい。 



スポンジに中性洗剤をつけて洗い、水気をよ 
く拭き取ってください。 

※調理後は、でさるだけ早<ボトルから材料 
を取り出し、洗ってください。 



@爲® 


やわらかい巧を r 石ケン水」や「水で薄めた 
中性洗剤」に浸し、よくしぼってからよごれ 
などを拭き取ります。 



•ベンジン-シンナ ー• 金属たわし-磨き粉-漂白剤- 
化学ぞうきんをよごれ落としとして使わない。 

• 食器洗い乾燥機や食器乾燥器は使わない。 

• 刃の部分には直接触れない。 

•本体は水につけたり、水をかけない。 

• 40で於上のお湯では洗わない。 
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故障かな？と思った 5 

下記のことをお確かめになり、それでら調子が悪いときはただちにご使用を中止し、 
お買い上げの販売店、または轉社 r お客様ご相談窓□」にご相談ください。 

(10 ページ参照） 


こんなとさは 


考え5れる原因 


こう処置してください 


振動が大きい。 


刃び回5ない。 


電源プラグが異常に熱い。 


煙がでる。 

コードびねじれて戻5なく 
なった。 


•材料の切り方が大さすざる。 
•材料の量が多すぎる。 


け才料の量が多すぎる。 

* 電源プラグが巧けている。 


•コンセントの差し込みがゆるい。 


•材料を小さく切りなおす。 
•材料の量を減らす。 


* 材料の量を減らす。 

♦電源プラグをコンセントに差し 
込む。 


>コンセントに原因がある場合が 
あります。最寄りの電器店にご 
相談ください。 


ただちに使用を中止してください。 
r お客様ご相談窓□」にご連絡ください。 



品 名 

フー ドプ□セツ ヴー 

寸 法 

高さ24已 X 幅26已 X 奥行き160 ( mm ) 

お 名 

TK 4000 

重 量 

約 2.9 k 呂（収納時） 

電 源 

AC 100 V 50-60 HZ 

定 格 

3分 

消費電力 

170 W 

ボトル容量 

日0 Og (ノ V ンバーグの場合） 

回転数 

2,日00回/分 

コード長さ 

1.4 m 
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アフタ ー ヴ ー ビスについて 


1. 保証書について-保証期間はお買い上げ日より1年間でず。 

この取扱説明書には裏面に商品の保証書が付いていまず。保証書はお買い上げ販売店で「販売店名 • 
お買い上げ日 J などの記入をご確認の上、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。 

2. 修理を依頼されるとき 

•保証期間中は商品に保証書を添えてお買い上げ販売店にご持参ください。保証書の記載内容 
にそって修理いたしまず。 

•保証期間が過ぎているときはお買い上げ販売店にご相談ください。修理により使用できる場 
合は、お客様のご要望により有料修理いたしまず。 

3. 補修用性能部品の保有期間 

当社では、この商品の補修用性能部品（商品の機能を維持ずるために必要な部品）の保有期間は 
製造打ち切り後6年としておりまず。 

4. ご使用中にふだんと変わった状態になったとき 

ただちにご使用を中止し、お買い上げ販売店に点検•修理をご依頼ください。お客様ご自身での 
分解修理は危険でず。（修理には特殊な技術が必要でず。） 

5. アフターサービスについてご不明の点があるとき 

お買い上げ販売店にお問い合わせください。 

•ご転居により、お買い上げ販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合は、事前に販売 
店にご相談ください。 

•ご贈答品などで、お買い上げ販売店のアフターサービスを受けられない場合は、下記の「お客 
様ご相談窓 □_! にお問い合わせください。 


テスコムお客様ご相談窓口 受付時間平日 9持〜 U 時 

•部品 • 修理についてのお問い合わせ 

©0120-343-122 

•商品•お取り扱い•その他のお問い合わせ 

©0120-106-018 

干 390-0821 長野県松本市筑摩 4—1—20 

TEL 0263 -26-4870 
FAX 0263-25-0808 


版捨巧？。ム 干141 -0031 東京都品川区西五反田5 -5-7 
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愛情点検 


口 


『長年ご使用のフードプロセッサーの点検を！』 

•ご使用前に公、ず電源コードに傷などびないか、お確かめください。 


〈無料修理規定> 

お買い上げ日から保証期間中に、取扱説明書、本体ラベルなどのを意書に従った正常な使用が態で故障した 
場合には、本書記載内容に基づき、お買い上げ販売店が無料修理いたしまずので商品と本保証書をご持参ご 
提示の上、お買い上げ販売店にご依頼ください。 

1. 保証期間内でも次のよラな場合には有料修理となりまず。 

① 使用上の誤り、改造や不当な修理による故障または損傷。 

② お買い上げ後の落下、引っ越し、輸送などによる故障または損傷。 

③ 火災、地震、水害、落雷などの天災ならびに公害や異常電圧などの外部要因による故障または損傷。 

④ 業務用としての使用、車両、船舶への搭載など一般家庭用が外に使用された場合の故障または損傷。 

⑥本書の提示がない場合。 

⑥本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合あるいは字句を書き換えられた場合。 

2. ご転居の場合は事前にお買い上げ販売店にご相談ください。 

3. ご贈答品などで本書に記入してあるお買い上げ販売店に修理を依頼されることができない場合は、「お客 
様ご相談窓口 J にお問い合わせください。 

4. 本書は日本国内においてのみ有効でず 。 (This warranty is valid only in Japan .) 

5. 本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。 


•修理メモ 


•この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束ずるものでず。従ってこの保証 
書によってお客様の法律上の権利を制限ずるものではありませんので、保証期間経過後の修理などについ 
てご不明の場合は、お買い上げ販売店または「お客様ご相談窓口」にお問い合わせください。 

参保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくは「アフターサービスについて」の項を 
ご覧ください。 

♦当製品の保証書にご記入いただいた、お客様の個人情報は、修理•交換品の発送のみに使用し、それが外の目 
的で使用したり、第兰者に提供する事は一切ございません。 


保証書 


持込修理 


品 

名 

フー 

ドプ □セツ ヴー 

形 

名 

TK 4000 

保証対象 

本体 

保証期間 

お買い上げ年月日より1 年間 

* お買い上げ年月日 

年 月 

曰 

★ 

お 

客 

様 

ご芳名 

ご住所（干 

様 

) 

★ 

販 

売 

店 

住所•店名 





お電話 



電話 





株式含な FUDLi 

www . tescom - japan . co.jp 


本社/東京都品川区西五反田5—5—7 
工場/長野県松本市筑摩4一 1 一20 















